
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）ヘアトリートメント組成物を噴霧するスプレーノズルを備えたディスペンサと、
　ｂ）前記ディスペンサ内に収容された水性ヘアトリートメント組成物と、
からなるヘアトリートメント製品であって、ここで前記ヘアトリートメント組成物は、
（ｉ）０．０１～１０重量％の架橋Ｃ１ ～Ｃ１ ０ アルキルビニルエーテル／無水マレイン
酸コポリマーと；
（ｉｉ）０．１～２０重量％の水溶性フィルム形成性樹脂と；
（ｉｉｉ）０．０１～１０重量％の非イオン型表面活性剤と
を含むことを特徴とする、ヘアトリートメント製品。
【請求項２】
　非イオン型表面活性剤 Ｃ８ ～Ｃ２ ２ 脂肪族アルコール、Ｃ８ ～Ｃ２ ２ 脂肪酸、Ｃ８

～Ｃ２ ２ 脂肪族アミン、Ｃ８ ～Ｃ１ ５ アルキルフェノール、Ｃ１ ２ ～Ｃ１ ８ 脂肪酸ソルビ
タンエステルおよびＣ１ ２ ～Ｃ１ ８ 脂肪酸モノ－もしくは－ジグリセリド

のエトキシル化又はプロポキシル化物である請求項１に記載の製品
。
【請求項３】
　非イオン型表面活性剤が１２～４０モルの酸化エチレンでエトキシル化されたＣ８ ～Ｃ

２ ２ 脂肪族アルコールである請求項２に記載の製品。
【請求項４】
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選択される疎水性物質



　非イオン型表面活性剤がポリエチレングリコール２０－ステアリルエーテルである請求
項３に記載の製品。
【請求項５】
　コポリマーが１，９－デカジエンで架橋されたメチルビニルエーテル／無水マレイン酸
コポリマーである請求項１に記載の製品。
【請求項６】
　フィルム形成性樹脂がポリビニルピロリドン、ポリビニルピロリドンとメタクリル酸メ
チルとのコポリマー、ポリビニルピロリドンと酢酸ビニルとのコポリマー、ポリビニルア
ルコール、ポリビニルアルコールとクロトン酸とのコポリマー、ポリビニルアルコールと
無水マレイン酸とのコポリマー、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルグ
アルガム、ポリスチレンスルホン酸ナトリウム、ポリビニルピロリドン／メタクリル酸エ
チル／メタクリル酸ターポリマー、酢酸ビニル／クロトン酸／ネオデカン酸ビニルコポリ
マー、オクチルアクリルアミド／アクリレートコポリマーおよびオクチルアクリルアミド
／アクリレート／ブチルアミノエチルメタクリレートコポリマーおよびその混合物よりな
る群から選択される請求項１に記載の製品。
【請求項７】
　水溶性のフィルム形成性樹脂がポリビニルピロリドン／酢酸ビニルである請求項１に記
載の製品。
【請求項８】
　０．０００１～１％のフィタントリオールをさらに含む請求項１に記載の製品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ヘアスタイリング組成物、特にポンプメカニズムを介し分配されるスプレー可
能なゲルに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ヘアスプレーは、毛髪に施した際に毛髪を所定位置に保持するよう作用するフィルム形成
性樹脂を含有した製品である。樹脂は、種々異なる種類のディスペンサを用いて毛髪に噴
霧することができる。最も普及している２種類は機械的な空気駆動ポンプ容器およびエア
ロゾルキャニスタであり、後者は揮発性噴射剤を用いて製品を放出させる。両種類のディ
スペンサは、製品を噴霧するスプレーノズルを備える。
【０００３】
ノズルオリフィスの閉塞は永年の問題である。最もしばしば生ずる閉塞は比較的粘性の処
方物で経験され、しばしば出口オリフィス内に沈着する増粘剤の結果である。市販製品に
て選択される増粘剤であるカルボマーは特にオリフィスの栓塞に関連している。
【０００４】
米国特許第４，９８３，３７７号（マーフィー等）は、極めて有効なコンディショニング
およびスタイル保持助剤としてシリコーンガムを使用することを記載している。しかしな
がら、この種類の材料は閉塞に関し欠点を有する。したがって増粘、コンディショニング
およびスタイル保持を兼備すると共に良好な噴霧性をも可能にする改良材料を必要とする
。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
したがって本発明の課題は、ノズルの閉塞を生ぜしめることなくポンプにより分配するの
に適したヘアトリートメント組成物を提供することにある。
【０００６】
本発明の他の課題は、優秀なスプレー特性を示すだけでなく優秀な感覚特性をも与える、
ポンプを介し分配するのに適したヘアトリートメント組成物を提供することにある。
【０００７】
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さらに本発明の課題は、良好な噴霧性と良好なスタイリング性と最小の粘着性との各性質
を有する透明ゲルの形態のヘアトリートメント組成物を提供することにある。
【０００８】
本発明の前記および他の課題は以下の詳細な説明から明かとなるであろう。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば：
（ｉ）０．０１～１０重量％の架橋Ｃ 1  ～Ｃ 1 0アルキルビニルエーテル／無水マレイン酸
コポリマーと；
（ｉｉ）０．１～２０重量％のフィルム形成性樹脂と；
（ｉｉｉ）０．０１～１０重量％の非イオン型表面活性剤と
を含むヘアトリートメント組成物が提供される。
【００１０】
今回、架橋アルキルビニルエーテル／無水マレイン酸コポリマーを非イオン型表面活性剤
と組合せれば、均一な連続スプレーとして水溶液でフィルム形成性ポリマーを供給しうる
ことが突き止められた。ポンプノズルオリフィスの閉塞はもはや大した問題にならない。
さらに、これら組成物はコンディショニング、スタイリングおよび光沢を含め優秀な感覚
的性質を与える。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明の第１の必須成分は、ヘアトリートメント組成物の増粘剤として作用する架橋Ｃ 1  

～Ｃ 1 0アルキルビニルエーテル／無水マレイン酸コポリマーである。最も好適なものは、
ＩＳＰコーポレーション、ウェイン、ニュージャージー州からスタビレーズＱＭ（登録商
標）として市販入手しうる１，９－デカジエンで架橋したメチルビニルエーテル／無水マ
レイン酸コポリマーである。粉末状におけるコポリマーの粒子寸法は好ましくは１００μ
ｍ未満である。コポリマーの量は０．０１～１０重量％、好ましくは０．１～２重量％、
最適には０．１５～０．５重量％の範囲とすることができる。
【００１２】
本発明によるコポリマーの無水マレイン酸セグメントは、好ましくはコポリマーがアニオ
ン型となるよう少なくとも部分的に塩基で中和される。適する塩基は水酸化ナトウム、水
酸化カリウム、水酸化アンモニウム、トリエタノールアミン、アミノメチルプロパノール
、アミノメチルプロパンジオール、トロメタミンおよびテトラヒドロキシプロピルエチレ
ンジアミンを包含する。コポリマーに対する塩基の量は０．５：１～３：１の範囲とする
ことができる。
【００１３】
本発明の第２の必須成分は非イオン型表面活性剤である。一般に、これはたとえばＣ 8  ～
Ｃ 2 2脂肪族アルコール、Ｃ 8  ～Ｃ 2 2脂肪酸、Ｃ 8  ～Ｃ 2 2脂肪族アミン、Ｃ 8  ～Ｃ 1 5アルキ
ルフェノール、Ｃ 1 2～Ｃ 1 8脂肪酸ソルビタンエステルおよびＣ 1 2～Ｃ 1 8脂肪酸モノ－およ
びジグリセリドのような疎水性物質のエトキシル化もしくはプロポキシル化アダクトであ
る。疎水性物質１モル当たりの酸化エチレンもしくは酸化プロピレンの量は１～５０モル
の範囲とすることができる。より詳細には、アルコキシル化の範囲は１２～４０モルの酸
化エチレンもしくは酸化プロピレン、特に好ましくは２０～３０モルの範囲とすることが
できる。特に好適なものはエトキシル化された非イオン型物質、特にエトキシル化Ｃ 8  ～
Ｃ 2 2脂肪族アルコールである。極めて有効なものは２０～３０モルの酸化エチレンでエト
キシル化されたＣ 8  ～Ｃ 2 2脂肪族アルコールである。その例は、ＣＴＦＡ名称でステアレ
ス－２０として知られアロサーフ６６Ｅ－２０として市販されているポリエチレングリコ
ール２０－ステアリルエーテルである。
【００１４】
本発明の第３の必須成分は水溶性のフィルム形成性樹脂である。この樹脂はアニオン型、
非イオン型、両性イオン型もしくはカチオン型のいずれでもよい。特定樹脂はポリビニル
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ピロリドン（ＰＶＰ）、（ＰＶＰ）とメタクリル酸メチルとのコポリマー、ＰＶＰと酢酸
ビニル（ＶＡ）とのコポリマー、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ＰＶＡとクロトン酸
とのコポリマー、ＰＶＡと無水マレイン酸とのコポリマー、ヒドロキシプロピルセルロー
ス、ヒドロキシプロピルグアルガム、ポリスチレンスルホン酸ナトリウム、ＰＶＰ／メタ
クリル酸エチル／メタクリル酸ターポリマー、酢酸ビニル／クロトン酸／ネオデカン酸ビ
ニルコポリマー、オクチルアクリルアミド／アクリレートコポリマー、ポリ（メチルビニ
ルエーテル／マレイン酸）のモノエチルエステルおよびオクチルアクリルアミド／アクリ
レート／ブチル－アミノエチルメタクリレートコポリマーを包含する。樹脂の混合物も使
用することができる。ＰＶＰおよび他のモノマーとのＰＶＰコポリマーが好適である。本
発明のヘアスプレーに使用するのに最も好適な樹脂はポリビニルピロリドンと酢酸ビニル
とのコポリマー（特に７０／３０の比）である。
【００１５】
フィルム形成性樹脂の量は０．１～２０重量％、好ましくは１～１０重量％、最適には２
～５重量％の範囲とすることができる。
【００１６】
本発明の組成物には水が存在し得る。その量は５０～９９％、好ましくは８５～９６重量
％の範囲とすることができる。
【００１７】
本発明の組成物は透明もしくは不透明の乳液、ローション、クリーム、ペースト、ムース
もしくはゲルとして処方することができる。特に好適な形態は、ポンプのスプレーノズル
を通して分配するのに充分な移動性の粘度を有する透明ゲルである。
【００１８】
本発明の組成物は４．０～６．０、特に好ましくは４．５～５．３の範囲のｐＨを示す。
【００１９】
有利には、本発明の組成物はヘアコンディショニング剤を含むことができる。これらコン
ディショニング剤はシリコーン化合物、第四級アンモニウムポリマー、フィタントリオー
ルおよびその混合物から選択することができる。コンディショニングするだけでなくヘア
ケア組成物にスタイリング性をも付加するため、フィタントリオールが特に有用である。
ＣＴＦＡ名で知られるフィタントリオールは、３，７，１１，１５－テトラメチル－１，
２，３－ヘキサデカントリオールとして化学的に同定された疎水性の分枝トリオールであ
る。産業上、これはホフマン・ラ・ロッシェ・インコーポレーション、ナットレー、ニュ
ージャーシー州から入手することができる。本発明の目的ではフィタントリオールの量は
０．０００１～１重量％、好ましくは０．００１～０．５重量％、最適には０．００５～
０．２重量％の範囲である。
【００２０】
シリコーン化合物は、揮発性および不揮発性のシリコーン液から選択することができる。
揮発性のシリコーン液は、３～９個、好ましくは４～５個の珪素原子を有する環式もしく
は線状のポリジメチルシロキサンから選択された油である。
【００２１】
シクロメチコーンが最も好適な環式揮発性シリコーンである。線状の揮発性シリコーン油
は一般に２５℃にて約５センチストークス未満の粘度を有する一方、環式のシリコーン液
は典型的には約１０センチストークス未満の粘度を有する。
【００２２】
本発明に有用な不揮発性のシリコーン油はポリアルキルシロキサン、ポリアルキルアリー
ルシロキサンおよびポリエーテルシロキサンコポリマーを包含する。本発明に有用な不揮
発性のポリアルキルシロキサンは、たとえば２５℃にて５～１００，０００センチストー
クスの粘度を有するポリジメチルシロキサンを包含する。好適な不揮発性シリコーンには
、２５℃にて１０～４００センチストークスの粘度を有するポリジメチルシロキサンがあ
る。これらシロキサンは、たとえばゼネラル・エレクトリック・カンパニーからＳＦ　１
０７５メチルフェニル液として或いはダウ・コーニング社から５５６化粧級液として入手
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することができる。
【００２３】
使用しうる不揮発性のポリアルキルアリールシロキサン液は、たとえば２５℃にて約１５
～３０，０００センチストークスの粘度を有するポリメチルフェニルシロキサンを包含す
る。極めて高分子量のシリコーンガムとして知られたシリコーンは一般に本発明の組成物
には使用されない。
【００２４】
第四級アンモニウムポリマー性コンディショナーのうち、最も有用なものはカチオン型グ
アルガムである。好適グアルガムのＣＴＦＡ名はグアルヒドロキシプロピルトリモニウム
クロライドである。この物質はローヌ・プーラン社からジャグアール（登録商標）として
入手しうる。その例は、陽イオン基の低置換度と高粘度とを有するジャグアール（登録商
標）Ｃ１３Ｓである。他の適する種類は、中庸な置換度と低粘度とを有するジャグアール
（登録商標）Ｃ１５；高置換度と高粘度とを有するジャグアール（登録商標）Ｃ１７；お
よび低レベルの置換基および陽イオン型第四級アンモニウム基を有するヒドロキシプロピ
ル化されたカチオン型グアル誘導体であるジャグアール（登録商標）Ｃ１６である。同様
に適するものは、高い透明度と中庸の粘度とを有すると共に低置換度を有するジャグアー
ル（登録商標）１６２である。特に好適なものはジャグアール（登録商標）Ｃ１３Ｓであ
る。
【００２５】
さらに、一般にヘアケア組成物に見られるたとえば保存料、ケラチンアミノ酸、ＵＶ防止
剤、香料、着色料、緩衝剤、ポリオールおよび他の保水剤、ハーブ抽出物、ミンク油もし
くは蜂蜜のような少量の他の成分をも含ませることができる。
【００２６】
【実施例】
以下、実施例により本発明の具体例を一層詳細に説明する。ここに示す部数、％および比
率は特記しない限り重量による。
【００２７】

次の透明ゲル組成物は本発明の代表例である。
【００２８】
【表１】
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【００２９】

各種の表面活性剤を、本発明によるヘアトリートメント組成物のゲル構造に対する作用に
つき評価した。実施例１と実質的に同一であるが表面活性剤を含まないゲルベースを評価
目的で用いた。このベースは０．２４％のスタビレーズ（登録商標）ＱＭと７．５％のル
ビスコール（登録商標）　ＶＡ　７３Ｗ（７０／３０の比におけるＰＶＰ／ＶＡ）とを含
有した。
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【００３０】
このゲルベースを６群に分割した。それぞれを、比較として用いた１群を除き０．８％の
表面活性剤と共に処方した。これら表面活性剤は２種のアニオン型（ラウリル硫酸アンモ
ニウムおよびラウロイルサルコシン酸ナトリウム）、１種のカチオン型（塩化セトリモニ
ウム）、１種の両性イオン型（コカミドプロピルベタイン）および１種の非イオン型（ス
テアレス－２０）表面活性剤である。その結果を下表に示す。
【００３１】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３２】
この表から明らかなように、スタビレーズ（登録商標）およびルビスコール（登録商標）
ＶＡ　７３Ｗの組合せにより得られるゲル構造はアニオン型表面活性剤、カチオン型表面
活性剤および両性イオン型表面活性剤の存在下で破壊した。非イオン型表面活性剤のみが
ゲル構造を保持した。これが極めて良好な噴霧特性を有する唯一の組成物であった。
【００３３】

ノズルオリフィスの閉塞は、ポンプヘアスタイリング製品にて特に比較的高粘度の組成物
につき絶えず問題となる。フィルム形成性樹脂および増粘剤は出口オリフィス内で沈着す
る傾向を有する。カルボマー、すなわち市販ヘアゲルスプレー製品に特にしばしば用いら
れる増粘剤は閉塞現象に関連している。
【００３４】
本発明による組成物の閉塞防止作用を評価すべく次の実験を行った。実施例１のゲル製品
（アロサーフ（登録商標）６６Ｅ－２０）をＤＥＰ（登録商標）スプレーゲル、すなわち
一流の市販製品と比較した。実施例１およびＤＥＰ（登録商標）スプレーゲルはそれぞれ
１１，０００　ｃｐｓおよび８，０００～１０，０００　ｃｐｓの粘度を有した。それぞ
れを６個の別々の試料に分割した。これらを４週間にわたり週末以外は毎日１０～１２ス
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トロークにて噴霧した。
【００３５】
この間に、実施例１の製品はいずれもオリフィス閉塞の徴候を示さなかった。これに対し
、ＤＥＰ（登録商標）スプレーゲルは４の部分的もしくは重大な閉塞をもたらした。さら
に、実施例１の製品は市販製品よりもスムースかつソフトであって、より良好な規定噴霧
特性を有した。これら製品の両者は同じポンプメカニズムを用いるので、これら２者間の
主たる相違はゲル製品のレオロジーに存在すると思われる。
【００３６】
以上、本発明を特定実施例につき説明したが、本発明の思想および範囲を逸脱することな
く各種の改変をなしうることが当業者には了解されよう。 10
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